





























一九五九年に十点となり、以後 九六〇年代 一桁台から 点前後と推移し、 七〇年代 は漸増、一九七九年以後は毎年百点台で増加し一九八五年から 九九三年まではおおむね二〇 点台で推移 九九四に三二〇点 九五 七八一点と爆発的に膨れあがる︒日文研創立期の一九八五年からの十年間は、研究書等の刊行点数から推し量 限り、日本研究も つのバブルを迎えていたことがうかがえる︒ところが翌年の一九九六年には四〇六点と減少に転じ、以後 二四七、 三七、 一一九、一〇五という具合 年を追うごとに点数 減少し、二〇〇 に 二ケタ
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にまで落ち込み、以後、増減はあるものの、今日まで二〇〇点台を回復した年は今までのところ、ない︒　
日文研が発足して間もなく、世界は一九八九年という激変の年を









止ということが議論を引 起こした︒大学や研究機関が中間評価その他の自己評価や自己点検 作業に翻弄され、フーコーがいう︿牧人的権力﹀を見事なまでに忠実に実践する悲喜劇的学問状況を招来している が今日ただい の日本な である︒こ は日本に限っ話ではなく、韓国や中国、台湾などの東アジアの隣国でも起こっていることではあ が、多くの大学が世界 ランキング 上位に入るために血道をあげて 涙ぐまし までの︿自助努力﹀に邁進していることも、その悲喜劇の一コマであろ ︒ランキング 上位 滑り込むためには︿国際化﹀の達成度も重要な要件 るが、このことは日本研究においても同様 あり 日文研も含めてど 研究機関も、国際化とグローバル化 差異 見きわめも出来な ま 前のめりに交流事業に邁進して が現状であろう︒ 本研究 国際化という価値基準も、知の編成のグローバル化の中では、そのまでは通用しないお題目に下落してしまっている る︒さらには
はじめに
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政治との関係についても、日本の歴史認識や戦後責任をめぐる議論が深化する反面で、この三十年の後半は新自由主義の暴風が吹きつのるばかりである︒日本研究に関わる者にとって、もはや研究のコミュニティを安定的に共有することは困難となっている︒私たちは自分たち 足下に遍在す 亀裂を日常的に踏みしだい は 自身位置をはかりかねているのである︒　
そもそも日文研の創立時において、主として歴史学関係の諸学会























か、日文研の初代所長である梅原猛の仕事を今日の視点で批判的かつ総合的に評価し直そうと た 考だが、歴史と神話 あやうい境
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界への侵入を試みた梅原の再評価ということにとどまらず、日本研究が日本文化論へのアプローチを忌避し始めたことによってある種の全体論的な視座が衰退してしまったことの指摘は無視できない︒梅原と石母田正と 交差と、そのすれ違いに着目している論 しても示唆するところは多い︒　
将基面貴巳「人文学としての日本研究をめぐる断想」は、先に述


























































纂事業を位置づけ、その意義につい 考察を及ぼしている︒この事典編 のプロジェクトは完成を目前に控えているが、軌道に乗るまでには幾多 艱難困苦を経ねばならなかった︒その困難な道のりは、辞典というものが背負ってきた教養文化というものの伝統 英語の覇権主義やインターネットをベースとしたグローバル資本主義のもとでいまや危機に瀕していることと無関係では く、そ と否応なく闘わなければならなかったことを意味していた︒本特集に共通するところの、私たち人文学に携わる者が直面 る問題系の中に置かれるべき提起がここにはある︒
